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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
検索要請に応えて、ハイパーリンク情報を含む広告主に関する検索リスティングを抽出す
るキーワード広告サービスサーバの動作方法において、
前記キーワード広告サービスサーバは、ネットワークインターフェイスと、記憶装置と、
検索情報データベースと、検索結果抽出装置と、プロセッサとを有し、
前記検索情報データベースは、一つのキーワードに、一つ以上の前記検索リスティングと
、前記ネットワークインターフェイスが前記広告主から受信した入札参加費用と、広告期
間および／または前記検索リスティングに対するクリック率とを関連付けて前記記憶装置
に保存し、
前記動作方法は、
前記検索要請のために入力された前記キーワードに関連付けられた前記検索リスティング
の少なくとも一部を前記検索結果抽出装置が前記プロセッサを動作させて抽出する段階；
及び
前記抽出された検索リスティングをランダム順に検索結果リストとして配列させ、前記検
索結果リストを前記検索要請の検索結果として前記ネットワークインターフェイスが送信
する段階；を含み、
前記検索リスティングの少なくとも一部を前記検索結果抽出装置が前記プロセッサを動作
させて抽出する前記段階は、
前記検索情報データベースに前記キーワードに関連付けて保存されている前記入札参加費
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用及び前記広告期間および／または前記クリック率に重み付けをして演算される値の大き
な順に、前記キーワードに対応される各検索リスティングに抽出ランキングとして順位を
それぞれ与える段階；及び
前記抽出された検索リスティングのうち、前記抽出ランキングが、前記キーワード広告サ
ービスサーバに設定された順位以内の検索リスティングを抽出する段階；を含むことを特
徴とする、キーワード広告サービスサーバの動作方法。
【請求項２】
前記キーワード広告サービスサーバは、検索エンジンと通信可能であり、かつ、広告費用
決定手段を有し、
さらに前記動作方法は、
前記検索結果リストに配列される検索リスティングを表示する前記検索エンジンが検出す
る単一クリックの発生毎に、前記キーワードに関連して前記記憶装置に記憶されている入
札費用参加の一つを広告費用に関する情報として前記広告費用決定手段が前記プロセッサ
を動作させて生成する段階を更に含み、
前記クリック単価は前記検索結果リストに配列される前記検索リスティングのいずれにも
同一とすることを特徴とする、請求項１に記載のキーワード広告サービスサーバの動作方
法。
【請求項３】
前記広告費用は前記検索結果リストに配列される前記検索リスティングの前記入札参加費
用の中で最低の入札参加費用に決めることを特徴とする、請求項２に記載のキーワード広
告サービスサーバの動作方法。
【請求項４】
前記入札参加費用は、クリック単価、露出単価、購買単価のうちいずれか一つであること
を特徴とする、請求項２に記載のキーワード広告サービスサーバの動作方法。
【請求項５】
前記キーワード広告サービスサーバは、前記検索結果リストに配列される検索リスティン
グを表示する検索エンジンと通信可能であり、
前記入札参加費用及び前記検索エンジンにより前記検索結果リストに配列される検索リス
ティングが利用者に提供された回数に対して実際に検索リスティングに対して前記検索エ
ンジンがクリックを検出した割合であるクリック率（ＣＴＲ）を掛算適用して、前記検索
情報データベースに保たれる各検索リスティングに対する所定の順位インデックスを前記
プロセッサが算出する段階；及び
前記算出された順位インデックスを用いて、前記検索結果リストに配列される検索リステ
ィングを表示する前記検索エンジンが検出する単一クリックの発生毎に、広告費用に関す
る情報を広告費用決定手段が前記プロセッサを動作させて生成する段階；を含み、
前記広告費用は、数値「決定順位インデックス／クリック率（ＣＴＲ）」に前記キーワー
ド広告サービスサーバに設定された値を加算して決定され、前記検索結果リストに配列さ
れる前記検索リスティングに対して相異なるように決められる（ここで、前記決定順位イ
ンデックスは前記設定された順位より下位の検索リスティングを除いた検索リスティング
のうち最先位の順位の検索リスティングと関連した順位インデックスとして定義する。）
ことを特徴とする、請求項１に記載のキーワード広告サービスサーバの動作方法。
【請求項６】
前記検索情報データベースは、一つのキーワードに、前記広告主から前記ネットワークイ
ンターフェイスが受信した広告期間に関する情報を関連づけていることを特徴とする、請
求項１に記載のキーワード広告サービスサーバの動作方法。
【請求項７】
前記キーワード広告サービスサーバは、前記検索結果リストに配列される検索リスティン
グを表示する検索エンジンと通信可能であり、
前記クリック率は前記検索エンジンにより表示された前記検索リスティングの前記ハイパ
ーリンクに対するクリック率（ＣＴＲ）に関する情報であり、
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前記キーワードに対応される各検索リスティングに抽出ランキングをそれぞれ与える前記
段階は、
所定期間中に前記検索エンジンにより前記検索リスティングが利用者に提供された回数に
対して実際にクリックがされた割合であるクリック率（ＣＴＲ）を生成する段階；
前記測定されたクリック率（ＣＴＲ）及び前記入札参加費用を用いて前記各検索リスティ
ングに対する抽出ランキングを決める段階；及び
前記決められた抽出ランキングに基づいて所定の順位以内の検索リスティングを抽出する
段階；を含むことを特徴とする、請求項１に記載のキーワード広告サービスサーバの動作
方法。
【請求項８】
前記キーワード広告サービスサーバは、前記検索結果リストに配列される検索リスティン
グを表示する検索エンジンと通信可能であり、
前記クリック率は特定の検索リスティングの広告期間及び前記検索エンジンに表示され前
記検索リスティングが利用者に提供された回数に対して実際にクリックがされた割合であ
るクリック率（ＣＴＲ）に関する情報であり、
前記キーワードに対応される各検索リスティングに抽出ランキングをそれぞれ与える前記
段階は、
前記広告主から前記検索リスティングの広告期間に関する情報を受信する段階；
前記受信された広告期間中の前記検索リスティングに対するクリック率（ＣＴＲ）を生成
する段階；
前記広告期間、前記クリック率（ＣＴＲ）、及び前記入札参加費用に重み付けをして演算
される値の大きな順に前記各検索リスティングに対する抽出ランキングを決める段階；及
び
前記決定された抽出ランキングに基づき所定の順位以内の検索リスティングを抽出する段
階；を含むことを特徴とする、請求項１に記載のキーワード広告サービスサーバの動作方
法。
【請求項９】
前記検索結果リストを前記検索要請の検索結果として前記ネットワークインターフェイス
が送信する前記段階は、
前記キーワードを含む検索要請による前記検索結果リストにおける検索リスティングに対
する第１ランダム順を記録する段階；及び
前記同一のキーワードを含む後続する検索要請による前記検索結果リストにおける前記特
定の検索リスティングに対する第２ランダム順が、前記記録された第１ランダム順と相異
なる順序となるように前記配列を制御する段階；を更に含むことを特徴とする、請求項１
に記載のキーワード広告サービスサーバの動作方法。
【請求項１０】
請求項１乃至請求項８及び請求項９のうちいずれか一項に記載の方法を実行させるための
プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１１】
検索要請に応えて、ハイパーリンク情報を含む広告主の検索リスティングを抽出するキー
ワード広告サービスサーバを有するシステムにおいて、
前記キーワード広告サービスサーバは、
検索エンジンおよび広告主のウェブサイトと通信するためのネットワークインターフェイ
ス；
記憶装置；
プロセッサ；
一つ以上の前記検索リスティングと、前記ネットワークインターフェイスが前記広告主か
ら受信した入札参加費用と、広告期間および／または前記検索リスティングに対するクリ
ック率とを、所定のキーワードに関連付けて前記記憶装置に保存するための検索情報デー
タベース；
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前記検索要請のために入力された前記キーワードと対応する少なくとも一部の前記検索リ
スティングを前記プロセッサに抽出させる検索結果抽出手段；及び
前記抽出された検索リスティングをランダム順に検索結果リストとして配列させ、前記検
索結果リストを前記検索要請の検索結果として前記ネットワークインターフェイスが送信
する検索結果リスト生成手段；を含み、
前記検索結果抽出手段が前記検索要請のために入力された前記キーワードと対応する少な
くとも一部の前記検索リスティングを前記プロセッサに抽出させるときには、
前記広告主のウェブサイトから前記ネットワークインターフェイスが受信する所定の広告
期間中において、前記検索エンジンにより前記検索リスティングが利用者に提供された回
数に対して実際にクリックがされた割合として算出されるクリック率（ＣＴＲ）と、
前記広告期間、及び前記入札参加費用のうち少なくとも一つ以上に重み付けをして演算さ
れる値の大きな順に各前記検索リスティングに対する抽出ランキングを決め、
前記決定された抽出ランキングに基づいて前記キーワード広告サービスサーバに設定され
た所定の順位以内の検索リスティングを抽出する
ことを特徴とする、システム。
【請求項１２】
前記検索結果リストに配列される検索リスティングに対する単一クリックの発生毎に広告
費用に関する情報を前記プロセッサに生成させる広告費用決定手段を更に含み、
前記広告費用決定手段は、前記検索リスティングに対する広告費用を、前記検索結果リス
トに配列される検索リスティングの入札参加費用の中で最低の入札参加費用として全部同
一に決めることを特徴とする、請求項１１に記載のシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、検索要請に応えて広告主の検索リスティングを抽出させるキーワード広告サー
ビス方法及びキーワード広告サービスシステムに関し、更に詳しくは所定の検索要請に応
えて広告主の検索リスティングを抽出させるキーワード広告において、入札参加費用のほ
かに付加的な資料を考慮して抽出されるべき検索リスティングを選別し、選別された検索
リスティングをローリング（Rolling）によりランダム配列させるキーワード広告サービ
ス方法及びキーワード広告サービスシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
昨今、インターネットなどの通信網の急激な発展に伴い、通信網を通じた情報検索が一般
化されつつある。インターネットを用いてインターネットユーザ（検索者）は何時でも何
処でも容易に必要な情報を得ており、かかる情報検索は我々の生活全般に亘って多くの変
化をもたらしている。
【０００３】
このような情報検索は、検索者の検索要請に応じて検索結果の画面を提供するが、所定の
契約状態にある広告主の検索リスティングが検索要請を発生させた検索者に提供されるよ
うにすることで行われる。このような広告主の検索リスティングの提供は検索者への広告
主に対する広報行為を行うことと同じ効果が奏することができ、これをより体系的な広告
サービスを行う“キーワード広告”が検索サイト業界で一般化されて盛んに運用されつつ
ある。
【０００４】
キーワード広告における広告主は、検索者に対する露出頻度及びクリック回数の高い露出
位置に自分（自社）の検索リスティングを位置付けようとするとともに、このような稀少
的な露出位置における表示権利を得るために広告主はより高い費用を入札価として提示す
ることになる。また、入札価に相応する高額の広告費用を支払わなければならず、これに
より広告主に相当の費用負担が加重されるという不都合が生じされる。更に、なるべく上
位ランキングの露出位置を獲得しようとする広告主同士の過当競争に起因して入札価が引
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き続いて高くなるという副作用も発生している実情である。
【０００５】
また、かかる検索リスティングの露出位置を入札価の大きさ順に定める方式において、露
出位置の配列順序に比例して、広告主が期待する広告効果が比例的に増加するわけにはい
かない。即ち、高い落札価が形成される露出位置での期待広告効果と、相対的に低い落札
価が形成される露出位置での期待広告効果はいずれか一側に一方的に有利であるとは断言
できないことが事実である。但し、上位の所定の露出位置以内に広告主の検索リスティン
グが位置すれば、たとえランキング間に露出頻度又はクリック回数の差が多少存在しても
、実際に広告効果はあまり大きな差がないことができる。このため、広告主に適宜な露出
頻度又はクリック回数を保障するとともに、相対的に安価の広告費用を支払うようにして
、合理的なキーワード広告サービスを提供することが望まれている。
【０００６】
このような課題を解決するために韓国特許出願第２００４－０００７７５８号では入札価
を基準として所定個の検索リスティングを選別し、選別された少なくとも一つ以上の検索
リスティングをランダム順で任意に配列する検索リスティングの露出方式を開示している
。しかし、このような検索リスティングの選別方式は依然として広告主が入力する入札価
に基づいて検索リスティングを選別しているため、広告主の競争による持続的な広告費用
の上昇を誘発させることができるおそれがある。即ち、高い広告費用を支払うことができ
る広告主の検索リスティングが引き続いて選別される確立が高く、これに対し、高い入札
価が提示できない広告主の検索リスティングは選別される機会が少なくなるので、余儀な
く常に広告競争において不利益を受けざるを得ないようになる。
【０００７】
従って、広告主の検索リスティングが位置付けられる配列順序があまり大きく変動されず
、公平な広告機会を提供し、かつ広告費用を適正に割り当てるとともに、広告主の収益性
をも一緒に保持することができる、より合理的なキーワード広告モデルの登場が切実に求
められている。加えて、専ら入札価によって検索リスティングを選別する方式から外れて
より様々な資料データに基づく検索リスティングの選別ができるキーワード広告モデルが
望まれている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
本発明は、上記のような問題点を解決するために案出されたもので、本発明は入札価以外
に検索リスティングの広告期間に応じた広告効果及び検索者の人気度を反映して抽出ラン
キングを決めるようにすることで、検索リスティングに対する公平な機会を与え、検索者
に最適の検索リスティングの抽出を可能にする検索要請に応えて広告主の検索リスティン
グを抽出させるキーワード広告サービス方法及びキーワードサービスシステムを提供する
ことを目的とする。
【０００９】
また、本発明の目的は、抽出された検索リストをローリングによりランダム配列させるこ
とにより露出位置確保のための過当競争を排除することができ、検索結果リストに配列さ
れる全ての検索リスティングの広告費用を露出位置に関係なく全部同一にして広告費用の
合理的な算定を図ることができる検索要請に応えて広告主の検索リスティングを抽出させ
るキーワード広告サービス方法及びキーワード広告サービスシステムを提供することにあ
る。
【００１０】
また、本発明の他の目的は、抽出された検索リスティングが表示される露出位置が特定の
検索リスティングに独占されないように同一の露出位置における連続的な抽出ランキング
の決定を抑制することで、検索リスティングに対する抽出ランキングの決定を他力式に制
御し得る、検索要請に応えて広告主の検索リスティングを抽出させるキーワード広告サー
ビス方法及びキーワード広告サービスシステムを提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
上記目的を達成するための本発明の一実施形態による、検索要請に応えて広告主の検索リ
スティングを抽出させるキーワード広告サービス方法は、一つ以上の前記検索リスティン
グを、所定のキーワードに対応して保存するための検索情報データベースを維持する段階
；前記検索リスティングの抽出に関わって所定の入札参加費用に関する情報が前記広告主
から入力される段階；前記検索要請のために入力された前記キーワードと対応する少なく
とも一部の前記検索リスティングを抽出する段階；及び前記抽出された検索リスティング
をローリングして所定の検索結果リストに配列させ、前記検索結果リストを前記検索要請
の検索結果として提供する段階；を含み、前記少なくとも一部の前記検索リスティングを
抽出する前記段階は、前記入札参加費用及び所定の付加要素に基づき、前記キーワードに
対応される各検索リスティングに抽出ランキングをそれぞれ与える段階；及び設定された
順位以内の検索リスティングを抽出する段階；を含むことを特徴とする。
【００１２】
また、上記目的を達成するための技術的構成として、本発明による、検索要請に応えて広
告主の検索リスティングを抽出させるキーワード広告サービスシステムは、一つ以上の前
記検索リスティングを、所定のキーワードに対応して保存するための検索情報データベー
ス；前記検索リスティングの抽出に関わって所定の入札参加費用に関する情報を前記広告
主から受信するインタフェース手段；前記検索要請のために入力された前記キーワードと
対応する少なくとも一部の前記検索リスティングを抽出する検索結果抽出手段；及び前記
抽出された検索リスティングをローリングして所定の検索結果リストに配列させ、前記検
索結果リストを前記検索要請の検索結果として提供する検索結果リスト生成手段；を含み
、前記検索結果抽出手段は、前記広告主から受信される所定の広告期間中の前記検索リス
ティングに対するクリック率（ＣＴＲ）を測定し、前記広告期間、前記クリック率（ＣＴ
Ｒ）、及び前記入札参加費用のうち少なくとも一つ以上を用いて各前記検索リスティング
に対する抽出ランキングを決め、前記決定された抽出ランキングに基づいて所定の順位以
内の検索リスティングを抽出することを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
以下、添付図面を参照して本発明によるキーワード広告サービス方法及びキーワード広告
サービスシステムについて詳述する。
【００１４】
本明細書で持続的に使用されるローリングとは、検索結果として抽出される特定の検索リ
スティングの露出位置が新しい検索要請が発生するごとに毎度変動されるようにするため
に、検索結果リスト上に配列される検索リスティングの配列順序をランダム順で任意に決
定する処理をいう。すなわち、ローリングは検索要請を遂行した検索者に一つの検索リス
ティングを独立的に表示されるようにする露出位置が、特定の検索リスティングに独占さ
れないようにするためのもので、検索リスティングの配列順序を持続的に変更可能にする
ことができる。
【００１５】
また、検索リスティングとは、検索エンジンに入力される特定のキーワードに対応して抽
出され、検索作業を要請した検索者に提供される検索結果ユニットのいずれか一つを意味
する。一つの検索リスティングには広告主が運営する情報サイトに関する簡略情報、つま
りコンテンツ題目、コンテンツ内容要約、ネットワークアドレスなどが含まれることがで
きる。例えば、キーワード‘ブログ’によって抽出される図３に示すような検索リスティ
ングの一つは“ネイバーブログ”といったコンテンツ題目、HYPERLINK "http://blog.nav
er.com" http://blog.naver.comというネットワークアドレス、その他コンテンツ内容要
約などが含まれる。また、検索結果リスト（search result list）は検索者の検索要請に
対する検索結果として、一つ以上の検索リスティングを前記ローリングにより決められる
配列順で特定の露出位置に表示する検索リスティングの配列リストをいう。
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【００１６】
図１は、本発明のキーワード広告サービスシステムを概略的に示すブロック図である。
【００１７】
キーワード広告サービスシステム１００は、検索要請のために検索エンジン１１０上に入
力されるキーワードに対応して所定個の検索リスティングを抽出するが、各検索リスティ
ングに対する抽出ランキングによって選別される所定個の検索リスティングを抽出させる
ための装置である。このためにキーワード広告サービスシステム１００は所定のキーワー
ドが検索要請のために入力される場合、関連のある検索リスティングの抽出を希望する広
告主１３０から入札参加費用に関する費用が入力され、また当該検索リスティングの等級
数値産出に関与する所定の付加要素（factor）について定義するようになる。これらの入
札参加費用及び付加要素は検索要請に対応して特定の検索リスティングを選別／抽出する
に当たって基準データとして用いられることができる。
【００１８】
まず、検索エンジン１１０は、検索者１２０が探そうとすうコンテンツ資料を保有してい
るウェブサイトへの接続が容易になるように検索作業を支援するサーチプログラム又はサ
ーチウェブサーバーを意味する。すなわち、検索エンジン１１０は検索者１２０の検索要
請に応えて検索者１２０が要求する情報を提供することができる広告主１３０に対する簡
略情報（望ましくは、本発明の検索リスティング）が提供されるようにすることで、コン
テンツ資料の検索に所要される時間を節約し、検索資料の正確度を高める役割を果たす。
特に、各簡略情報（検索リスティング）には所定のリンク情報を含んでおり、端末装置１
２５に表示される簡略情報（検索リスティング）に対する検索者１２０の命令入力ツール
のクリック選択（例えば、マウスクリック）が発生する場合、検索エンジン１１０は当該
広告主１３０と、クリック選択を発生させた検索者１２０との接続を可能にする。かかる
検索エンジン１１０は検索作業の接近方式によって単語別検索方式（word- oriented sea
rching）及び主題別検索方式（subject-oriented searching）などに分けられる。本明細
書では入力されるキーワードに対応して抽出される特定の検索リスティングをローリング
によりランダムに決定される配列順で検索画面上に表示させる本発明の目的遂行のために
、前記検索エンジン１１０の検索方式を単語別検索方式に限定して説明する。但し、本明
細書において検索エンジン１１０の検索を単語別検索方式に限定することは、あくまでも
説明の便宜のための例示に過ぎないもので、本発明による技術的思想の限定ではないこと
は、本発明の属する技術分野における当業者にとっては当たり前なことである。
【００１９】
検索者１２０は、本発明によるキーワード広告サービスシステム１００との接続のための
端末装置１２５を備えており、獲得しようとするコンテンツ資料を保有する広告主１３０
のウェブサイトへの検索要請を、検索エンジン１１０に所定のキーワードを入力すること
で生成するインターネットユーザーをいう。
【００２０】
広告主１３０はネットワークアドレス（例えば、ＩＰアドレス、ＵＲＬ、ドメインなど）
によってネットワーク上の位置が指定されるウェブサイトを運営する例えば、コンテンツ
供給者（ＣＰ）を指すことができ、特定のキーワードに対するキーワード広告の登録を要
請することにより、当該キーワード入力による検索要請の発生時、自分（自社）と連関し
た検索リスティングが検索者１２０に提供されるようにする。また、広告主１３０は検索
リスティングに対する検索者１２０のクリック選択によって発生する所定の広告費用を、
本発明によるシステム運営者に支払うことができる。
【００２１】
端末装置１２５はインターネットなどの通信網１４０を介してキーワード広告サービスシ
ステム１００との接続状態を保ち、検索エンジン１１０の検索作業により抽出される一つ
以上の検索リスティング（或いは検索リスティングを配列した検索結果リスト）を検索画
面上に表示する装置である。このような端案手段１２５は例えば、パソコン、ハンドヘル
ド（handheld）コンピュータ、ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）、ＭＰ３プレーヤ
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ー、電子辞典、携帯電話、スマートホンなどのような所定のメモリ手段を具備し所定のマ
イクロプロセッサーを搭載することで、所定の演算能力を備えた端末機を総称する概念で
あることができる。
【００２２】
キーワード広告サービスシステム１００は、検索結果としての検索リスティング表示に関
連して、ローリングによって任意の順番で検索結果リスト上に一つ以上の検索リスティン
グを配列し、前記検索結果リストを検索者１２０に提供可能にする。特に、キーワード広
告サービスシステム１００は検索者１２０に表示される検索リスティングに対する広告費
用を、検索リスティングに対する検索者１２０のクリック選択によって割り当てることで
、広告主１３０に合理的な広告費用が課金決済されるようにしている。次に、図２を参照
して本発明のキーワード広告サービスシステム２００の具体的な構成について説明する。
【００２３】
図２は、本発明の好適な実施形態によるキーワード広告サービスシステム２００を示すブ
ロック図である。
【００２４】
同図に示すように、キーワードサービスシステム２００は、検索情報データベース２１０
、インタフェース手段２２０、検索結果抽出手段２３０、検索結果リスト生成手段２４０
、及び広告費用決定手段２５０を含む。
【００２５】
まず、検索情報データベース２１０は一つ以上の検索リスティングを、所定のキーワード
に対応して保存するための装置である。即ち、検索情報データベース２１０は、キーワー
ド広告に対する登録のために広告主１３０が入力したキーワードと、広告主１３０の検索
リスティングとを連関させて、記録、保持する役割を果たす。ここで、キーワードは検索
者１２０の検索要請に応えて対応する検索リスティングを抽出させる原因となるもので、
本発明では特に限定されていないが、単独で意味識別可能な体言などが望ましい。キーワ
ード広告の登録のために受信されるキーワードは各広告主１３０の任意の選択により選定
され、検索情報データベース２１０は例えば、同じキーワードを入力した広告主１３０の
検索リスティングを分類して保存することができ、これを介して検索要請のために入力さ
れるキーワードに対応する全ての検索リスティングの識別を迅速でかつ正確に行うことが
できるようにする（図３を参照）。
【００２６】
インタフェース手段２２０は検索リスティングの抽出に関わって所定の入札参加費用に関
する情報を広告主１３０から受信する装置であって、検索者１２０の検索要請に応えて抽
出される検索リスティングの選別に関与する賭け（betting）金としての入札参加費用を
受信する役割を果たす。ここで、入札参加費用はキーワード広告と関わって、保存される
検索リスティングが検索結果として優先ランキングをもって抽出されるようにする比較基
準の役割をし、また検索要請に応えて検索者１２０に提供（露出）される検索リスティン
グが検索者１２０の命令入力ツールによってクリック選択される場合、広告主１３０に最
大課金許容される広告費用としての役割をもすることができる。
【００２７】
本実施形態で例示される入札参加費用としては、検索者１２０の検索リスティングに対す
る１回のクリックによるクリック単価、ローリングされた検索リスティングが配列される
検索結果リストの検索者１２０への提供（露出）による露出単価、広告主１３０と接続連
結された検索者１２０の所定の取引がなされることによる購買単価などが挙げられ、以下
では説明の便宜のために入札参加費用としてクリック単価が設定されることに限定して説
明する。例えば、検索結果リスト上でローリングによって配列される検索リスティングに
対して検索者１２０のクリック選択が発生される時点で所定の条件を満たすクリック単価
の入札参加費用が広告費用として当該広告主１３０に課金が割り当てられることができる
。前記所定の条件は本システムの運用者によりフレキシブルでかつ多様に設定でき、本実
施形態では検索結果リストに配列される検索リスティングにかかわる入札参加費用の中で
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最低価の入札参加費用が広告費用として決められるように前記所定の条件を設定すること
を例示している。次に、図３を参照して所定のキーワードに対応される各検索リスティン
グに入札参加費用がかかわることについて説明する。
【００２８】
図３は、本発明による検索情報データベースの構成の一例を示す図である。
【００２９】
同図に示すように、検索情報データベース２２０は特定のキーワードに対応される一つ以
上の検索リスティングと、各検索リスティングにかかわる入札参加費用に関する情報を保
存している。これにより、検索者１２０によって特定のキーワードが入力される場合、当
該キーワードを抽出原因として保有している検索リスティングを容易に識別することがで
き、識別された検索リスティングにかかわって保存される入札参加費用を用いて検索リス
ティングに対する抽出ランキングの決定が正確に行われるようになる。前記抽出ランキン
グは検索要請に応えて優先的に抽出されなければならない検索リスティングを認知する基
準資料となる。
【００３０】
例えば、図３における検索情報データベース２１０はキーワード’ブログ’を共通にして
キーワード広告として登録した広告主１３０の検索リスティングをグルーピングして保存
することを例示している。即ち、検索情報データベース２１０は検索者１２０からキーワ
ード‘ブログ’が入力される場合、検索結果として抽出可能な、広告主‘ネイバーブログ
’などに関連した検索リスティングを保つようになる。また、検索情報データベース２１
０に保存される検索リスティングにはそれぞれ当該検索リスティングの広告主１３０から
入力される入札参加費用に関する情報が関わっており、各検索リスティングの抽出ランキ
ングを決める資料として用いられる。前述したように、入札参加費用は検索リスティング
に対するクリック選択によって発生される広告主１３０が最大支払うことができる広告費
用であって、広告主１３０の任意の判断によって検索リスティング別にそれぞれ相異なる
ように入力できる。また、本実施形態における検索リストランキングに対する抽出ランキ
ングの決定には前記入札参加費用のほかに、付加要素が更に関与することができ、これら
に所定の加重値をそれぞれ適用して抽出ランキングの決定のための等級数値の算出を可能
にする。その詳細は後述する。
【００３１】
検索結果抽出手段２３０は検索要請のために入力されたキーワードに対応する少なくとも
一部の検索リスティングを抽出する装置であって、検索エンジン１１０を用いた検索者１
２０の検索要請に応えて検索結果として最適の所定個の検索リスティングを抽出する役割
を果たす。即ち、検索結果抽出手段２３０はキーワードに対応して検索情報データベース
２１０に保存される一つ以上の検索リスティングのうち、検索結果リストに配列される所
定個の検索リスティングを指定することになる。本実施形態における検索リスティングに
対する抽出ランキングは前述した入札参加費用及び付加要素を用いて算出される等級数値
の比較を通じて決められる。付加要素は入札参加費用の一つに基づいて検索リスティング
を抽出する方式からもたらす抽出基準の偏狭性、つまり高い入札参加費用を入力した広告
主１３０の検索リスティングが常に優先されて抽出されるという限界を回避するためのも
ので、本実施形態では検索リスティングに対する広告期間又はクリック率（ＣＴＲ）など
が付加要素として用いられている。これにより、検索結果抽出手段２３０は広告主１３０
から入力される所定の広告期間中の検索リスティングに対するクリック率（ＣＴＲ）を測
定し、広告期間、クリック率（ＣＴＲ）及び入札参加費用のうち少なくとも一つ以上を用
いて各検索リスティングに対する抽出ランキングを決定し、決定された抽出ランキングに
基づいて所定の順位以内の検索リスティングを抽出することになる。次には、図３乃至図
７を参照して、検索結果抽出手段２３０による検索リスティングの抽出ランキング決定に
ついて説明する。
【００３２】
図４乃至図７は、本発明による検索リスティングに対する抽出ランキング決定を説明する



(10) JP 4624412 B2 2011.2.2

10

20

30

40

50

ためのブロック図であって、図４は付加要素として広告期間を、図５を付加要素としてク
リック率（ＣＴＲ）を、図６は付加要素として広告期間及びクリック率（ＣＴＲ）を指定
する場合について例示している。また、図７は入札参加費用及び付加要素に適用される夫
々の加重値について例示する。
【００３３】
まず、図４に示すように、付加要素として広告期間が指定される場合を説明する。前述の
ように、広告期間は検索情報データベース２１０に保存される検索リスティングを抽出待
機状態に保つ期間に関する情報であって、例えばキーワード広告登録時、広告主１３０の
任意の判断によって入力されることができ、入力された期間内に登録されたキーワードが
検索者１２０によって検索要請のために検索エンジン１１０に入力される場合、所定の入
札処理を介して当該検索リスティングを検索結果として抽出させる。この際、広告期間を
長く入力した広告主の検索リスティングに割り合い多くの等級数値を産出させるが、これ
は長時間の広告期間を有する検索リスティングがより高い広告効果を誘発するという判断
に起因したものである。図４のｉ）では図３の検索
情報データベース３１０に保存される入札参加費用及び広告期間を用いて抽出ランキング
を決めることを例示する。
【００３４】
たとえば、入力された広告期間が‘１００日’であって、最長の広告期間を有する広告主
‘ネイバーブログ’の検索リスティングには、図７の加重値情報を用いて算出された所定
の等級数値‘２１０’（＝３００×０．１０＋１００×１．８）が連関されることができ
る。その以降、各検索リスティングに対して前述と同様な方式で算出された等級数値が連
関され、検索結果抽出手段２３０は各等級数値を比較して高い等級数値が連関される検索
リスティングに相対的に優先される抽出ランキングが与えられるようにする。かかる等級
数値のサイズの比較によって広告主‘ネイバーブログ’の抽出ランキングは２位として付
与され、検検索者１２０によりキーワード‘ブログ’が入力される場合、広告主‘ネイバ
ーブログ’と関連した検索リスティングは１位である広告主‘メディアモブ’の検索リス
ティングの次に抽出されるように制御できる。また、図４のｉｉ）では与えられた抽出ラ
ンキングに基づいて設定された順位（例えば、４位）以内の検索リスティングのみを抽出
し、ローリングにより抽出された検索リスティングが検索結果リストに配列されることを
例示している。即ち、検索結果抽出手段２３０は入力されたキーワードに対応する検索リ
スティングを抽出ランキングに基づいて所定個を抽出することになり、後述する検索結果
リスト生成手段２４０によるローリングによって検索結果リスト上に配列される検索リス
ティングが検索者１２０に検索結果として提供されるように制御する。図４のｉｉ）では
抽出ランキング４位以内の広告主‘メディアモブ’、‘ネイバーブログ’、‘エントイ’
、‘ミューパング’と関連した検索リスティングがローリングによって検索結果リスト上
に配列されることが例示されている。これに対し、広告主‘ブログイン’の検索リスティ
ングは設定された順位以外である５位が与えられることで、抽出される検索リスティング
の対象から除外されて抽出されないようになる。
【００３５】
さらに、図３には図示していなが、検索情報データベース２１０は広告期間の満了時点に
対する情報を更に含むことができ、検索者１２０の検索ワード入力が広告期間の満了時点
以降に行われる場合、当該検索リスティングに対する抽出ランキングの付与を中止して検
索リスティングの抽出が進行されないようにすることができる。本実施形態では広告主１
３０による広告期間の入力を例示して説明しているが、これは本発明の一実施形態に過ぎ
ないもので、そのほかに検索リスティングの検索情報データベースに保たれる経過期間、
以前に入力した広告期間の総累積期間などを広告期間として指定することができることは
もちろん、かかる広告期間の定義は本システムの運営者によってフレキシブルに設定する
ことができる。
【００３６】
次に、図５に示すように、付加要素としてクリック率（ＣＴＲ）が指定される場合につい
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て説明する。クリック率（ＣＴＲ）は抽出される検索リスティングが検索結果リストに配
列されて検索者１２０に提供された回数に対する、検索者１２０によってクリック選択が
行われた回数の百分率を指すもので、検索リスティングに対する検索者１２０の人気度を
調べることができる基準資料となる。クリック率（ＣＴＲ）の算出に関与する測定対象期
間は前述した広告主１３０から入力された広告期間が望ましく、加えて本システムの運営
者によって設定される所定の以前の期間であることができる。本実施形態では説明の便宜
のためにクリック率（ＣＴＲ）の測定対象期間を現在進行される広告主１３０の広告期間
に限定して説明する。すなわち、図５における検索結果抽出手段２３０は広告主１３０に
よって入力される広告期間中に実側されるクリック率（ＣＴＲ）を用いて検索リスティン
グの抽出ランキングを定めるようになる。これは最近の検索者１２０の関心性向が検索リ
スティングに対する抽出ランキング決定に反映させるためのもので、広告が進行中である
検索リスティングの中で検索者１２０に高い人気を誘発している検索リスティングが検索
結果として優先的に抽出されるようにする。
【００３７】
例えば、図５のｉ）においてクリック率（ＣＴＲ）が‘０．７７８’であって、最も優れ
たクリック率を有する広告主“ネイバーブログ”の検索リスティングは、図７の加重値情
報を用いて所定の等級数値を獲得することができ、［３００×０．１０＋０．７７８×８
０］の演算式によって等級数値‘９２．２４’を算出することになる。その後、各検索リ
スティングに対して前述と同様な方式により等級数値が算出され、検索結果抽出手段２３
０は各等級数値を比較することで、高い等級数値が算出された検索リスティングに相対的
に優先される抽出ランキングが与えられるようにする。等級数値の比較により広告主‘ネ
イバーブログ’の抽出ランキングは３位が与えられ、検索者１２０によってキーワード‘
ブログ’が入力される場合、広告主‘ネイバーブログ’に関連した検索リスティングは第
三番目に抽出されるように制御できる。また、図５のｉｉ）では与えられた抽出ランキン
グに基づいて設定された順位の４位以内の検索リスティングを抽出し、ローリングによっ
て抽出された検索リスティングが検索結果リストにランダムで配列されることを例示して
いる。図４のｉｉ）における検索結果抽出手段２３０は抽出ランキング４位以内の広告主
‘メディアモブ’、‘エントイ’、‘ネイバーブログ’、‘ブログイン’に関連した検索
リスティングが任意の順で検索結果リスト上に配列されることを例示している。これに対
し、図４において抽出された広告主‘ミューパング’の検索リスティングは付加要素の種
類変更によって、抽出ランキングが５位として与えられ、設定された順位外となり、抽出
対象検索リスティングから除外される。即ち、各検索リスティングに与えられる抽出ラン
キングは付加要素種類の変更によって互いに異なるように変動でき、これによって本シス
テムの運営者は多様は検索リスティングの抽出方式を容易に類出することができるように
なる。
【００３８】
また、図６では付加要素として前述した広告期間及びクリック率（ＣＴＲ）が一緒に指定
される場合を説明する。すなわち、本実施形態では広告期間及びクリック率（ＣＴＲ）の
ユニットを同時に考慮して抽出ランキングを決める例であって、両ユニットとも優秀な広
告主１３０の検索リスティングに相対的に高い抽出ランキングが与えられるようにするこ
とができる。例えば、図４及び図５に示すように、付加要素が広告期間又はクリック率（
ＣＴＲ）が単独で定義される場合、割合低い等級数値が算出された広告主‘ネイバーブロ
グ’の検索リスティングは、広告期間及びクリック率（ＣＴＲ）が全部考慮される図６の
ｉ）では最も高い等級数値が算出されることを例示している。これは入札参加費用が他の
広告主より相対的に低いという理由で、高い抽出ランキングが付与されなかった広告主‘
ネイバーブログ’の検索リスティングが広告期間及びクリック率（ＣＴＲ）のユニットを
共に考慮した上では、高い等級数値が算出されることができることを例示するものである
。これにより、キーワード広告サービスシステム２００は付加要素としての定義対象を多
様に変更することで抽出ランキングの決定方式をシステム環境に最適化させることができ
る。また、図６のｉｉ）は抽出された検索リスティングがローリングによって検索結果リ
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ストにランダム配列されることを例示している。
【００３９】
図７は入札参加費用及び付加要素に対して設定された加重値の一例を例示するもので、入
札参加費用及び付加要素に提供される加重値はシステム環境を考慮した本システムの運営
者によってフレキシブルに設定・変更できる。このため、本システムの運営者は図７に設
定される加重値の大きさの変更によって各検索リスティングに対する抽出ランキングを多
様に与えることができ、これによって差別性のあるキーワード広告のサービス運営及び一
律的なキーワード広告サービス方式（例えば、入札価額の大きさに基づく方式）から外れ
て新しいキーワード広告市場を生み出すという効果が得られる。
【００４０】
検索結果リスト生成手段２４０は、抽出された検索リスティングをローリングして所定の
検索結果リストに配列させ、検索結果リストを検索要請の検索結果として提供する装置で
ある。即ち、検索結果リスト生成手段２４０は抽出された検索リスティングをランダム順
で検索結果リスト上に配列するが、検索者１２０に表示される検索リスティングの露出位
置を決める役割を果たす。ここで、検索結果リストは検索要請を発生させた検索者１２０
に提供される検索結果物であることができ、抽出された各検索リスティングは検索結果リ
スト上で相異なる露出位置を占有しながら表示される。通常、検索結果リスト上の露出位
置は、表示される検索リスティングに対する検索者１２０の認知度に差を発生させること
ができ、このため実際に検索者１２０によってクリック選択されて検索者１２０と広告主
１３０との間に接続連結される頻度に差が生じることができる。これによって、検索リス
ティングの露出位置を決める本実施形態におけるローリングは、特定の検索リスティング
が以前の検索要請で占めた履歴のある露出位置には連続的に位置付けられないように制御
することにより、抽出される全ての検索リスティングに適正でかつ釣り合いがとれた広告
効果を奏することができるようにする。かかるローリングを介して検索リスティングを配
列させた検索結果リストは、検索者１２０の検索要請に応えて検索結果として検索者１２
０の端末装置１２５上に表示される（図４、図５、図６参照）。
【００４１】
従って、本発明は検索要請に応えて所定個の検索リスティングを入札参加費用及び付加的
な情報資料である付加要素に基づき抽出し、その抽出された検索リスティングをローリン
グによりランダム配列することで、検索リスティングの露出位置を獲得するための過当競
争を防止するとともに、キーワード広告市場の健全な市場秩序を回復させる効果が得られ
る。
【００４２】
以下、本発明の他の実施形態であって、検索結果リストに配列される特定の検索リスティ
ングに対する検索者１２０の単一クリックによって所定の広告費用を発生させ、発生され
た広告費用を広告主１３０に課金処理する構成について説明する。
【００４３】
このために、本発明のキーワード広告サービスシステム２００の広告費用決定手段２５０
を更に含むことができる。
【００４４】
つまり、広告費用決定手段２５０は、検索結果リストに配列される所定の検索リスティン
グに対する単一クリックの発生に応じて広告費用に関する情報を生成する装置である。即
ち、広告費用決定手段２５０は課金制御手段の一種であって、検索結果リストに配列され
る検索リスティングに対する検索者１２０のクリック選択によって割り当てられる広告費
用を決める役割をする。本実施形態では抽出された検索リスティングがローリングによっ
てランダム配列された状態で検索者１２０に提供するための本発明の目的に応じて、検索
結果リストに配列される検索リスティングに対する広告費用を前記クリック選択によって
全部同一に決定することができる。これは検索リスティングが配列される検索結果リスト
上の露出位置が特定されないようにする本発明のローリングに基づくもので、検索結果リ
ストに配列される全ての検索リスティングに対する広告費用を同一にすることで、広告費
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用の決定に当たって特定の検索リスティングに不平等な要素が発生しないようにすること
ができる。本実施形態では広告費用の決定について特に限定していないが、検索結果リス
トに配列される検索リスティングにかかわる入札参加費用の中で最低に入力される入札参
加費用を、検索結果リストに配列される全ての検索リストに対する広告費用として決定す
ることが望ましい。そのほかに、検索結果抽出手段２３０によって抽出されなかった検索
リスティングの中で最上位の検索リスティング（図４の広告主‘ブログイン’の検索リス
ティング）に関連した入札参加費用を広告費用として決定するなどの多様な広告費用決定
が可能であり、これはシステム環境に鑑みた本システムの運営者によってフレキシブルに
決められることはもちろんのことである。広告費用の課金処理は、例えば検索者１２０の
単一（１回）クリックに連動して広告主と関連した口座の広告預置金から決定された広告
費用を差し引くことで、広告主１３０に対する課金処理がなされるようにすることができ
る。
【００４５】
従って、本発明は検索結果リストに配列された検索リスティングに対する検索者１２０の
クリック選択により費用が割り当てられるようにすることで合理的な課金決剤が可能にし
、広告主１３０に経済的でかつより効率的な広告効果が得られるようにするという利点が
ある。
【００４６】
次に、図８及び図９を参照して、検索結果リストに配列される検索リスティングに対する
広告費用を、所定の順位インデックスを用いて決めることについて説明する。
【００４７】
図８及び図９は、本発明による順位インデックスを用いて検索リスティング別に相異なる
広告費用を決める一例を説明するための図である。
【００４８】
本実施形態では、入札参加費用及びクリック率（ＣＴＲ）を掛け算適用して算出される順
位インデックスに基づいて、検索要請の検索結果として検索リスティングが抽出されるこ
とを例示して説明する。これを通して、本発明は検索リスティングの広告主１３０が、検
索リスティングの抽出のために高い入札参加費用の提示及び高い人気度を有する良質のコ
ンテンツが提供されるように誘導し、差等を設けて提示された入札参加費用及び所定期間
中のクリック率（ＣＴＲ）を用いて検索リスティング別に相異なる広告費用の決定を可能
にする。
【００４９】
即ち、図８に示したように、広告費用決定手段２５０は入札参加費用及び所定のクリック
率（ＣＴＲ）を掛け算適用して、検索情報データベース２１０に保たれる夫々の検索リス
ティングに対する所定の順位インデックスを算出する（Ｓ８１０）。本ステップ（Ｓ８１
０）は検索リスティングの抽出基準となる順位インデックスを演算する過程であって、検
索リスティングの当該広告主１３０が提示する入札参加費用に、以前の時点から所定の時
点までの検索リスティングに対するクリック率（ＣＴＲ）を掛算して順位インデックスを
算出することになる。順位インデックスは前述したように、検索要請に応えて検索結果と
して抽出される検索リスティングを選定する基準となり、例えば検索結果抽出手段２３０
は順位インデックスのサイズに応じて検索リスティングの抽出ランキングを決めるように
なる。
【００５０】
広告費用決定手段２５０は算出された順位インデックスを用いて、検索結果リストに配列
される検索リスティングに対する単一クリックの発生に応じて広告費用に関する情報を生
成する（Ｓ８２０）。本ステップ（Ｓ８２０）は抽出される検索リスティングに対する広
告費用であるＣＰＣ（クリック単価）数値を演算する過程であって、所定の演算式に基づ
いて検索結果として抽出された検索リスティングに対する広告費用を決める。ここで、広
告費用は‘（決定順位インデックス／クリック率（ＣＴＲ）＋所定値）’の演算式を満足
するように決められ、決定順位インデックスは設定された順位を除いた検索リスティング
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の中で最先位順位の検索リスティングと関連した順位インデックスとして定義することが
できる。
【００５１】
例えば、図９に示すように、各検索リスティングの順位インデックスは入札参加費用とク
リック率（ＣＴＲ）との掛算で演算され、演算された順位インデックスのサイズに応じて
各検索リスティングの抽出ランキングが決められる。もし、本実施形態における設定され
た順位が‘３位’である場合、検索結果抽出手段２３０は抽出ランキングが１位乃至３位
の検索リスティングを検索結果として抽出することになる。一方、広告費用決定手段２５
０は、抽出ランキング‘１位～３位’の検索リスティングを除いて、抽出ランキングが最
も高い抽出ランキングの４位の検索リスティングと関連した順位インテックス‘１５０’
を決定順位インデックスとして決めることになる。更に、広告費用決定手段２５０は前述
した演算式‘（決定順位インデックス／クリック率（ＣＴＲ）＋所定値）’に基づいて各
検索リスティングの広告費用を決めるようになる。ここで、所定値は本システムの運営者
によってフレキシブルに設定でき、図９では‘１’に設定されることを例示している。例
えば、広告費用決定手段２５０は抽出ランキング１に定められる広告費用は、‘１５０／
２＋１’の演算式により‘７６’に決め、検索者１２０が当該検索リスティングをクリッ
ク選択することにより決定された広告費用‘７６’が決剤処理されるようになる。また、
広告費用決定手段２５０は検索結果リストにローリングされて配列する他の検索リスティ
ングについても前記演算式により図９に示すように夫々の広告費用を決めるようになる。
【００５２】
従って、本実施形態によれば、広告主１３０の支払い可能費用である入札参加費用及び検
索リスティングの人気度が反映されるクリック率（ＣＴＲ）によって検索結果としての検
索リスティングを抽出してローリングさせ、抽出された各検索リスティングに割り当てら
れる広告費用を互いに異なるようにすることで、検索リスティングごとに差等を設けるＣ
ＰＣの差し引きが可能になるという効果が得られる。
【００５３】
本実施形態では検索リスティングに対する検索者１２０の１回のクリックが行われる時点
で広告費用が発生することに限定して説明しているが、これは本発明の一実施形態に過ぎ
ないもので、例えば入札参加費用の種類が前述した露出単価又は購買単価である場合に、
検索リスティングが露出される時点又は所定の購買ボタンが検索者１２０の命令入力ツー
ルによってクリックされる時点で広告費用が発生されるようにするなどの多様な時点にお
ける広告費用発生があり得ることはもちろんである。
【００５４】
次いで、このような構成を有する本発明によるキーワード広告サービスシステム２００の
作業フローを詳細に説明する。
【００５５】
図１０は、本発明の好適な実施形態によるキーワード広告サービス方法を具体的に示すフ
ローチャートである。
【００５６】
本実施形態によるキーワード広告サービス方法は前述したキーワード広告サービスシステ
ム２００によって遂行される。
【００５７】
まず、キーワード広告サービスシステム２００は一つ以上の検索リスティングを、所定の
キーワードに対応して保存するための検索情報データベース２１０を保つ（Ｓ１０１０）
。本ステップ（Ｓ１０１０）は、キーワード広告のために登録されるキーワードに基づい
て広告主１３０の検索リスティングをグルーピングして保存する過程であって、検索リス
ティングの抽出原因となるキーワードを共通に入力している広告主１３０の検索リスティ
ングが特定の保存領域に分類されて保たれるようにすることで、検索要請のために入力さ
れるキーワードに対応される検索リスティングが容易でかつ迅速に識別されるようにする
。
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【００５８】
また、キーワード広告サービスシステム２００は検索リスティングの抽出に関わって所定
の入札参加費用に関する情報を広告主１３０から受信する（Ｓ１０２０）。本ステップ（
Ｓ１０２０）は検索リスティングの抽出及び広告費用の算定にかかわる入札参加費用を、
各広告主１３０から受信する過程であって、入力された入札参加費用は検索リスティング
と相関関係が成り立つようにして検索情報データベース２１０に保存・維持される（図３
参照）。本実施形態では入札参加費用の入力時点については特に限定しておらず、希望す
る広告期間を考慮した広告主１３０が入札参加費用を随時に入力することを許容すること
が望ましい。入札参加費用が関連される検索リスティングは所定の広告期間内で抽出待機
状態となり、検索要請によって登録されたキーワードが入力される場合、検索結果として
抽出が行われるようにすることができる。
【００５９】
次に、キーワード広告サービスシステム２００は検索要請のために入力されたキーワード
に対応する少なくとも一部の検索リスティングを抽出する（Ｓ１０３０）。本ステップ（
Ｓ１０３０）は検索者１２０が検索要請時に入力されるキーワードを抽出原因として検索
情報データベース２１０に保存される一つ以上の検索リスティングを選別する過程である
。特に、本ステップ（Ｓ１０３０）におけるキーワード広告サービスシステム２００は入
札参加費用の大きさだけでなく所定の付加要素に基づいて各検索リスティングに抽出ラン
キングをそれぞれ与え、設定される順位以内の検索リスティングが抽出されるように制御
する。以下、図１１を参照して検索リスティングの抽出について説明する。
【００６０】
図１１は、本発明による検索リスティングに対する抽出ランキングを決める方法の一例を
示すフローチャートである。
【００６１】
図１１に示したように、キーワード広告サービスシステム２００は、入札参加費用及び所
定の付加要素に基づいて、キーワードに対応する各検索リスティングに抽出ランキングを
それぞれ与える（Ｓ１１３１）。本ステップ（Ｓ１１３１）は検索要請のために入力され
るキーワードを識別し、その識別されたキーワードに対応する各検索リスティングに所定
の順位数値がそれぞれ算出されるようにする過程である。かかる順位数値は入札参加費用
及び付加要素に、指定された加重値を適用することにより算術することができ、キーワー
ド広告サービスシステム２００は算出された順位数値に対する比較を通じて、キーワード
に対応して検索結果として優先して抽出される検索リスティングを判断し得るように各検
索リスティングに抽出ランキングをそれぞれ与える。
【００６２】
また、キーワード広告サービスシステム２００は設定された順位以内の検索リスティング
を抽出する（Ｓ１１３２）。本ステップ（Ｓ１１３２）は入力されたキーワードに対応す
る少なくとも一つ以上の検索リスティングの中で設定されたＮ順位以内の検索リスティン
グを選別する過程である（ここで、Ｎは０以上の自然数である）。即ち、本ステップ（Ｓ
１１３２）のキーワード広告サービスシステム２００は、検索者１２０に提供される検索
リスティングの個数、検索結果リスト上に配列される検索リスティングの個数などを考慮
して、Ｎ順位以内の検索リスティングを抽出することになる。また、前記設定された順位
Ｎは検索結果リストが表示される検索画面上に占有領域を考慮した本システムの運営者に
よりフレキシブルに決定されることができる。
【００６３】
前記付加要素としては、広告期間又はクリック率（ＣＴＲ）が挙げられ、次に図１２乃至
図１４を参照して、検索リスティングに与えられる抽出ランキングの決定方法について説
明する。
【００６４】
図１２は、本発明による付加要素として広告期間を用いて検索リスティングの抽出ランキ
ングをそれぞれ与える方法の一例を示すフローチャートである。
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【００６５】
まず、キーワード広告サービスシステム２００は広告主１３０から検索リスティングの広
告期間に関する情報を受信する（Ｓ１２１１）。本ステップ（Ｓ１２１１）は付加要素と
して定義される広告期間に対する情報が入力される過程であって、検索情報データベース
２１０に保存される検索リスティングを抽出待機状態に活性化させる特定の期間に対する
情報を広告主１３０から受信することになる。前記抽出待機状態は検索者１２０によって
検索要請時に入力されるキーワードに対応する検索リスティングが検索結果として抽出可
能にする状態条件をいう。
【００６６】
また、キーワード広告サービスシステム２００は受信された広告期間及び入札参加費用を
用いて各検索リスティングに対する抽出ランキングを決める（Ｓ１２１２）。本ステップ
（Ｓ１２１２）は広告主１３０から入力された広告期間及び入札参加費用に、指定された
加重値を適用して順位数値を算出する過程であって、算出された順位数値に対するサイズ
比較を通じて検索リスティングの抽出ランキングが決められる（図４及び図７参照）。本
実施形態では付加要素として広告期間が定義されることにより加重値が時間単位で適用さ
れることを例示して説明しているが（図７参照）、そのほかに付加要素が変更されるか、
複合的なデータを含む場合当該データの種類によって最適の加重値が所定の単位別に適用
できることがもちろんのことである。
【００６７】
次に、キーワード広告サービスシステム２００は決定された抽出ランキングに基づいて所
定順位以内の検索リスティングを抽出する（Ｓ１２１３）。本ステップ（Ｓ１２１３）は
本システムの運営者によって設定されたＮ順位以内の検索リスティングを検索要請に応え
て検索結果として選別する過程であって、例えばＮが４である場合、抽出ランキング４位
以内の検索リスティングを抽出するように制御する。
【００６８】
したがって、本発明によれば、広告効果が実質的に発揮される広告期間に対する情報が検
索リスティングの抽出に反映されるようにすることで、広告費用の発生を長時間持続する
ことができる検索リスティングが優先的に抽出されるようにすることができる。
【００６９】
図１３は、本発明による付加要素としてクリック率（ＣＴＲ）を用いて検索リスティング
の抽出ランキングをそれぞれ与える方法の一例を示すフローチャートである。
【００７０】
まず、キーワード広告サービスシステム２００は、所定の期間中の検索リスティングに対
するクリック率（ＣＴＲ）を測定する（Ｓ１３２１）。本ステップ（Ｓ１３２１）は付加
要素として定義されるクリック率（ＣＴＲ）に対する情報を生成する過程であって、本シ
ステムの運営者により設定される期間中に特定の検索リスティングに対するクリック率（
ＣＴＲ）を算出することになる。前述のように、クリック率（ＣＴＲ）は検索リスティン
グに対する検索者１２０の人気度を調べる資料として活用でき、クリック率（ＣＴＲ）を
測定する対象期間は、広告主１３０により入力される広告期間が望ましい。これによって
、検索リスティングに対する検索者１２０の最近の人気度性向を検索リスティングの抽出
に反映させ得るようになる。
【００７１】
更にキーワード広告サービシステム２００は、測定されたクリック率（ＣＴＲ）及び入札
参加費用を用いて各検索リスティングに対する抽出ランキングを決める（Ｓ１３２２）。
本ステップ（Ｓ１３２２）は設定された期間に対するクリック率（ＣＴＲ）及び入札参加
費用に、指定された加重値を適用して等級数値を算出する過程であって、算出された等級
数値に対するサイズ比較を通じて検索リスティングの抽出ランキングが決められるように
する（図５及び図７参照）。
【００７２】
次に、キーワード広告サービスシステム２００は決定された抽出ランキングに基づいて所
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定順位以内の検索リスティングを抽出する（Ｓ１３２３）。本ステップ（Ｓ１３２３）は
前述した検索リスティングを選別する過程であるＳ１２１３と類似した過程であって、検
索結果としての検索リスティングをＮ個（Ｎ順位以内）選別して抽出する。
【００７３】
従って、本発明によれば、検索リスティングに対する検索者１２０の最近の人気度を検索
リスティングの抽出に反映することにより、検索者１２０の興味を多く誘発させて、検索
者１２０の高い接続率を保つことができる検索リスティングが優先的に抽出されるように
するという利点がある。
【００７４】
図１４は、本発明による付加要素として広告期間及びクリック率（ＣＴＲ）を用いて検索
リスティングの抽出ランキングをそれぞれ与える方法の一例を示すフローチャートである
。
【００７５】
まず、キーワード広告サービスシステム２００は広告主１３０から検索リスティングの広
告期間に関する情報を受信する（Ｓ１４３１）。本ステップ（Ｓ１４３１）は付加要素の
一つである広告期間に対する情報が入力される過程であって、検索リスティングを抽出待
機状態に活性化させる期間（例えば、広告期間の始点及び終点）に対する情報を受信する
ようになる。
【００７６】
また、キーワード広告サービスシステム２００は、受信した広告期間中の検索リスティン
グに対するクリック率（ＣＴＲ）を測定する（Ｓ１４３２）。本ステップ（Ｓ１４３２）
はクリック率（ＣＴＲ）を測定する期間を、広告主１３０により入力される広告期間に定
義し、広告期間における特定の検索リスティングに対する露出（インプレッション）回数
に対するクリック選択回数の百分率を算出する過程である。測定されたクリック率（ＣＴ
Ｒ）は広告期間内に検索リスティングの露出／クリックが発生するごとに算出されて検索
情報データベース２１０に更新記録される。
【００７７】
次に、キーワード広告サービスシステム２００は、広告期間、クリック率（ＣＴＲ）、及
び入札参加費用を用いて各検索リスティングに対する抽出ランキングを決める（Ｓ１４３
３）。本スッテプ（Ｓ１４３３）は広告主１３０によって入力された広告期間と、入力さ
れた広告期間中に測定されるクリック率（ＣＴＲ）及び入札酸化費用に、それぞれ指定さ
れた加重値を適用して等級数値を算出する過程であって、算出された等級数値に対するサ
イズ比較を通じて検索リスティングの抽出ランキングを決める（図６及び図７参照）。本
ステップ（Ｓ１４３３）のキーワード広告サービスシステム２００は検索リスティングの
抽出において、検索リスティングに対する広告効果又は検索者１２０の人気度が一緒に反
映されるようにする複数の付加要素を考慮することで一層多様な検索リスティングの抽出
方式が開発され得る条件を設けることができるようになる。
【００７８】
また、キーワード広告サービスシステム２００は、決定された抽出ランキングに基づいて
所定の順位以内の検索リスティングを抽出する（Ｓ１４３４）。本ステップ（Ｓ１４３４
）は前述した検索リスティングを選別する過程であるＳ１２１３又はＳ１３２３と類似し
た過程であって、検索結果としての検索リスティングをＮ個（Ｎ順位以内）選別して抽出
されるようにする。
【００７９】
従って、本発明によれば、単一の付加要素だけを考慮する場合、一つのデータにより検索
リスティングの抽出ランキング決定が偏狭に行われることを抑制することができ、しかも
複数の付加要素をフレキシブルに適用することで検索リスティングに対する抽出方式をよ
り多様に設定できるという利点が得られる。
【００８０】
さらに、図１０を察してみれば、キーワード広告サービスシステム２００は抽出された検
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索リスティングをローリングして所定の検索結果リストに配列させ、検索結果リストを検
索要請の検索結果として提供する（Ｓ１０４０）。本ステップ（Ｓ１０４０）は抽出され
た検索リスティングにランダムの任意の順に検索結果リスト上の露出位置が決められるよ
うにする過程であって、検索者１２０の検索要請に応えて検索結果として生成された検索
結果リストを検索者１２０の端末装置１２５上に表示する（図４のｉｉ）、図６のｉｉ）
参照）
【００８１】
従って、本発明は検索要請に応えて所定個の検索リスティングを入札参加費用及び多様な
付加要素により抽出するが、抽出された検索リスティングをローリングによってランダム
配列して検索者１２０に提供されるようにすることで、検索者１２０が捜そうとする最適
の検索リスティングが引き続き変動される露出位置に表示させるという効果が得られる。
【００８２】
また、本発明の他の実施形態であって、提供された検索リスティングに対する検索者１２
０のクリック選択により広告費用に関する情報が生成されることについて説明する。
【００８３】
このために、キーワード広告サービスシステム２００は検索結果リストに配列される検索
リスティングに対する単一クリックの発生に応じて広告費用に関する情報を生成する（Ｓ
１０５０）。本ステップ（Ｓ１０５０）は検索リスティングに対する検索者１２０のクリ
ック選択によって当該広告主１３０に所定の広告費用を割り当てる過程であって、特に本
実施形態では同一の検索結果リストに配列される一つ以上の検索リスティングに割り当て
られる広告費用を特定の入札参加費用として全部同一にすることができる。これは抽出さ
れた検索リスティングが表示される露出位置が検索要請発生時ごとに変動されるようにす
る本発明のローリングに基づくもので、例えば検索結果リストに配列される検索リスティ
ングの入札参加費用の中で最低の入札参加費用を広告費用として決定することができる。
即ち、広告主１３０が相異なる検索リスティングに対し、同一の広告費用が決定されるよ
うにすることはローリングによって検索リスティングの露出位置が特定されないようにす
る本発明の特徴に鑑みたもので、広告主１３０は少なくとも自分が入力した入札参加費用
よりも多くの金額が広告費用として割り当てられないことで、より経済的なキーワード広
告サービスが行われるという効果が得られる。
【００８４】
以下、本発明の他の実施形態であって、特定の検索リスティングに以前に与えられた抽出
ランキングが連続的に繰り返されて付与されないようにすることについて説明する。
【００８５】
図１５は、本発明によるランダム順の記録によって特定の検索リスティングに同一の抽出
ランキングが連続的に与えられることを排除する方法の一例を示すフローチャートである
。
【００８６】
まず、キーワード広告サービスシステム２００はキーワードを含む検索要請による検索結
果リスト上の検索リスティングに対する第１ランダム順を記録する（Ｓ１５１０）。本ス
テップ（Ｓ１５１０）は、所定の以前に発生した検索要請に応えて抽出される検索リステ
ィングに対する露出位置を履歴情報として保存する過程であって、ローリングにより各検
索リスティングに与えられるランダム順を記録することになる。例えば、図４において、
広告主‘メディアモブ’の検索リスティングは検索結果リスト上で最上位の露出位置に位
置付けられ、キーワード広告サービスシステム２００は広告主‘メディアモブ’の検索リ
スティングについて露出位置‘１位’としての位置占有を履歴情報として記録することに
なる。
【００８７】
また、キーワード広告サービスシステム２００は、同一のキーワードを含む後続する検索
要請による検索結果リストにおける特定の検索リスティングに対する第２ランダム順が、
前記記録された第１ランダム順と相異なるようにローリングを制御する（Ｓ１５２０）。
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本ステップ（Ｓ１５２０）は、同一のキーワードにより検索要請が発生され、これに応え
て前記ステップ（Ｓ１５１０）で抽出された検索リスティングが再度抽出される場合、当
該検索リスティングに以前の履歴情報のある露出位置での連続的な表示が発生しないよう
に配列順序の決定を制限する過程である。これは特定の一つの検索リスティングがローリ
ングによって（偶然に）引き続き一つの露出位置に位置することを防止するためのもので
、これを通して多様な露出位置に検索リスティングが交互に位置するようにさ促進するこ
とにより、本格的なローリングによる検索リスティングのランダム配列が可能にすること
ができる。本実施形態では検索リスティングの露出位置が連続的に同一の地点に決められ
ることを抑制することを例示して説明しているが、そのほかにも以前に位置した履歴のあ
る露出位置への再決定が、選定されている条件下でまったく抑制されるようにするなどの
多様なローリング配列方式があり得ることはもちろんである。
【００８８】
本発明の実施形態は種々のコンピューターで具現される動作を遂行するためのプログラム
命令を含むコンピューター読み取り可能な記録媒体を含む。前記コンピューター読み取り
可能な記録媒体は、プログラム命令、データファイル、データ構造などを単独或いは組み
合わせて含むことができる。前記媒体は本発明のために特別に設計され、構成されたもの
であるか、コンピューターソフトウェア担当者に公知されている、使用可能であるもので
あるかもしれない。コンピューター読み取り可能記録媒体の例には、ハードディスク、フ
ロッピディスク及び磁気テープのような磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤのような光記録
媒体、フロピカルディスクのような磁気－光媒体、及びＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモ
リなどのようなプログラム命令を保存し遂行するように特別に構成されたハードウェア装
置が含まれる。前記媒体はプログラム命令、データ構造などを指定する信号を伝送する搬
送波を含む光又は金属線、導波管などの伝送媒体であってもよい。プログラム命令の例に
はコンパイラーによって作られるものような機械語コードのみならず、インタープリター
などを用いてコンピュータによって実行される高級言語コードをも含む。
【００８９】
図１６は、本発明によるキーワード広告サービス方法を遂行する上で採用可能な汎用コン
ピュータ装置の内部ブロック図である。
【００９０】
コンピュータ装置１６００はＲＡＭ（Random Access Memory）１６２０とＲＯＭ（Read O
nly Memory）１６３０を含む主記憶装置と連結される一つ以上のプロセッサ１６１０を含
む。プロセッサ１６１０は中央処理装置（ＣＰＵ）とも呼ばれる。本技術分野で周知の如
く、ＲＯＭ１６３０はデータ（data）と命令（instruction）を単方向性でＣＰＵに伝送
する役割をし、ＲＡＭ１６２０は通常的にデータおよび命令を両方向性で伝送することに
用いられる。ＲＡＭ１６２０及びＲＯＭ１６３０がコンピュータ読み取り可能な記録媒体
の如何なる適宜な形態をも含むことができる。大容量記憶装置（Mass Storage）１６４０
は両方向性でプロセッサ１６１０と連結されて追加的なデータ保存能力を提供し、前記コ
ンピュータ読み取り可能記録媒体のうちいずれかでもよい。大容量記憶装置１６４０はプ
ログラム、データなどを保存するに用いられ、通常的に主記憶装置よりも速度が遅いハー
ドディスクのような補助記憶装置である。ＣＤ－ＲＯＭ１６６０のような特定の大容量記
憶装置も使用できる。プロセッサ１６１０はビデオモニター、トラックボール、マウス、
キーボード、マイクロホン、タッチスクリーン型ディスプレー、カードリーダー、磁気又
は紙テープリーダー、音声又は筆記認識機、ジョイスティック、もしくはその他公知のコ
ンピュータ入出力装置のような一つ以上の入出力インターフェース１６５０と連結される
。最後に、プロセッサ１６１０はネットワークインターフェース１６７０を介して有線又
は無線通信ネットワークに連結され得る。かかるネットワーク連結を介して前述の方法の
手続を遂行することができる。前記の装置及びツールはコンピュータハードウェア及びソ
フトウェア技術分野の当業者にとって既に公知である。
【００９１】
前記のハードウェア装置は本発明の動作を遂行するために一つ以上のソフトウェアモジュ
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ールとして働くように構成できる。
【００９２】
以上、本発明による具体的な実施形態について説明したが、本発明の範囲を逸脱しない範
囲内で種々の変更できることはもちろんである。
【００９３】
よって、本発明の範囲は、説明された実施の形態に制限されることなく、本発明の特許請
求の範囲のみならず、特許請求の範囲と均等範囲に属するものにより定まるべきである。
【００９４】
以上のように本発明はたとえ限定された実施の形態及び図面により説明されたが、本発明
は前記の実施形態によって限定されるものではなく、これは本発明の属する分野における
通常の知識を持つものであれば、このような記載から多様な修正及び変更が可能である。
従って、本発明の技術的思想は特許請求の範囲によって把握されなければならず、これの
均等又は等価的変更を全部本発明の技術的思想のカテゴリに属すると言える。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
以上のような説明から明らかなように、本発明によれば、入札価以外に検索リスティング
の広告期間に伴う広告効果及び検索者の人気度を反映して抽出ランキングを決めるように
することで、検索リスティングに対する公平な広告機会を与え、検索者に最適の検索リス
ティングを抽出させる検索要請に応えて広告主の検索リスティングを抽出させるキーワー
ド広告サービス方法及びキーワード広告サービスシステムを提供することができる。
【００９６】
また、本発明によれば、抽出された検索リスティングをローリングによりランダム順で配
列することにより、露出位置確保のための過当競争を排除させることができ、検索結果リ
ストに配列される全ての検索リスティングの広告費用を露出位置に関係なく全部同一にし
て広告費用の合理的な算定を図ることができる、検索要請に応えて広告主の検索リスティ
ングを抽出させるキーワード広告サービス方法及びキーワード広告サービスシステムを提
供することができる。
【００９７】
更に、本発明によれば、抽出された検索リスティングが表示される露出位置が特定の検索
リスティングに独占されないように同一の露出位置における連続的な抽出ランキングの決
定が抑制されるようにすることで、検索リスティングに対する抽出ランキングの決定を他
力式に制御し得る、検索要請に応えて広告主の検索リスティングを抽出させるキーワード
広告サービス方法及びキーワード広告サービスシステムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】本発明のキーワード広告サービスシステムを概略的に示すブロック図である。
【図２】本発明の好適な実施形態によるキーワード広告サービスシステム２００を示すブ
ロック図である。
【図３】本発明による検索情報データベースの構成の一例を示す図である。
【図４】本発明による検索リスティングに対する抽出ランキング決定を説明するためのブ
ロック図である。
【図５】本発明による検索リスティングに対する抽出ランキング決定を説明するためのブ
ロック図である。
【図６】本発明による検索リスティングに対する抽出ランキング決定を説明するためのブ
ロック図である。
【図７】本発明による検索リスティングに対する抽出ランキング決定を説明するためのブ
ロック図である。
【図８】本発明による順位インデックスを用いて検索リスティング別に相異なる広告費用
を決める一例を説明するための図である。
【図９】本発明による順位インデックスを用いて検索リスティング別に相異なる広告費用
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を決める一例を説明するための図である。
【図１０】本発明の好適な実施形態によるキーワード広告サービス方法を具体的に示すフ
ローチャートである。
【図１１】本発明による検索リスティングに対する抽出ランキングを決める方法の一例を
示すフローチャートである。
【図１２】本発明による付加要素として広告期間を用いて検索リスティングの抽出ランキ
ングをそれぞれ与える方法の一例を示すフローチャートである。
【図１３】本発明による付加要素としてクリック率（ＣＴＲ；Click through rate）を用
いて検索リスティングの抽出ランキングをそれぞれ与える方法の一例を示すフローチャー
トである。
【図１４】本発明による付加要素として広告期間及びクリック率（ＣＴＲ）を用いて検索
リスティングの抽出ランキングをそれぞれ与える方法の一例を示すフローチャートである
。
【図１５】本発明によるランダム順の記録によって特定の検索リスティングに同一の抽出
ランキングが連続的に与えられることを排除する方法の一例を示すフローチャートである
。
【図１６】本発明によるキーワード広告サービス方法を遂行する上で採用可能な汎用コン
ピュータ装置の内部ブロック図である。
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